
日光白根山山行報告 
【山 行 日】   ２０１４年 ８月 ３（日）  曇り時々晴れ 

【集    合】  栃木市運動公園 P    AM ５：００ 

【費    用】  マイカー１台  ：   １，５００円 

【メンバー】 A 班 ＣＬ：鈴木、 岩渕、梶内、 関、福田 

        B 班 CL：大西  石田、田村 

【コースタイム】 A 班 ： 栃木市運動公園 P5:00＝菅

沼登山口 P6:30/6:45 ～ 弥陀ヶ 池 8:50 ～ 白根山

10:00/10:20～避難小屋 11:20～五色沼 11:30/12:10～

前白根山13:00～五色山13:30～弥陀ヶ池14:20～菅沼

登山口 P15：20＝栃木市運動公園 P18:00 

B 班 ： 登山口 P6:45～弥陀ヶ池 10:00～五色沼 10:30/12:10～弥陀ヶ池 13:00～登山口 P14:50 

K さんが登りたい山として希望したので計画を入れたら、希望者が多かった。 

体力で健脚組とゆっくり組に分けて、健脚組は白根山頂を目指し、五色沼で一緒に昼食を食べ前白

根に登り返して五色山まで登ってから下山するコースにした。ゆっくり組は頂上を目指さず、弥陀ヶ

池から五色沼を散策し、昼食を一緒に食べて来た道を戻るコースにした。 

久しぶりの白根山登山となったが、菅沼登山口の駐車場が有料になっていたので驚いた。 

ストレッチをして出発し、途中の案内板までは一緒に歩く。 

ゆっくり組と分かれて、少しピッチを上げる。針葉

樹林の中を沢沿いに進み、冬道を分けて右の夏

道に入るとジグザグの急登となる。１時間程登ると

展望の良い場所に出て、温泉ヶ岳や根名草山が

望める。しばらく進むと弥陀ヶ池まで０．９Km の道

標があり、ここからは傾斜も緩くなる。座禅山を巻

いて平坦な道を行くと間もなく弥陀ヶ池に出る。 

木道を進んで池の南岸の広場で休憩をとる。ここ

からは、これから登る奥白根が良く見え、初めての I さんは「エ～あれを登るんですか。？凄い山じ

ゃないですか。私は前回登った美ヶ原みたいな楽な山かと思った。」と言って皆を笑わせる。ここか

ら少し登ると座禅山の鞍部に出て、左に向かい急な登りとなる。シャクナゲのトンネルを抜けると高

度を増し、燧ケ岳などが見えるはずだが、今日は雲が多く遠くの山は見えなかった。やがてガレ場

になり、道はますます急になり、ペースダウンする。

後から登ってくる人に道を譲りながら、ゆっくり無理

のないペースで登る。右側の岩壁を登り上がると稜

線に出て、大きな岩が重なった山頂手前のピークが

見える。山頂手前のピークからガレ場を南に下り、

すぐ登り返すと三角点の置かれた白根山頂へ着く。 

山頂からは３６０度の大展望が得られるが、今日は

雲が多く近くの山しか見えなかった。山頂で記念写



真を撮り、後から登って来た人に場所を空けて東側のピークに移動する。ヨーグルトを食べながら、

山頂を見ると人で溢れていた。ゴンドラで登って来た登山者が着き始めたからだ。さっきまではそれ

ほど人はいなかったのに、ゴンドラの登山道から

次々に人が押し寄せてくる。火口原の祠にお参り

して下山する。火口原の縁を通って、五色沼避難

小屋に下るルートを辿る。ザレたジグザグの道を

下るが、小石で滑りやすい。マルバダケフキの花

を見ながらゆっくりと下る。やがてダケカンバの樹

林帯に入ると避難小屋への道は近い。広い草原

状の沢に降り、左に緩やかな道をたどると避難小

屋に着いた。避難小屋から五色沼まで急いで歩く。

すでにゆっくり組は五色沼に着いていて待ちくたびれた様子。早速昼食のカレーうどんを作り、昼食

の宴となり、今日の山頂の様子などの話で盛り上がる。昼食後全員で記念写真を撮り、お互いの健

闘を祈り二班に分かれた。五色沼から前白根山への道を登るが、満腹の体にはきつい。ようやく稜

線に出て避難小屋からの道と併せ、左に進むと前白根山への道に出た。前白根山へは砂礫の道を

ジグザグに登って行く。I さんがコマクサを発見し、歓声を上げる。初めてコマクサに出合興奮気味。

コマクサのお蔭で、前白根のきつい登りも楽しそう。前白根山頂からの眺めは素晴らしい。 

五色沼を挟んで奥白根山の溶岩ドームがドッシリと 

聳え、白根山随一の景観だと思う。 

皆さん前白根へ登り返して良かったと喜んでいた。 

ここから五色山までは素晴らしい景色を眺めながら

のスカイライン。青空でなくて残念だったが、五色沼

と奥白根は良く見え満足したと思う。五色山からの

下りは超特急。S さんが先頭でガンガン下る。途中

休憩をとり、ミカンと水を補給し、弥陀ヶ池まで来ると

ポツポツと雨が落ちてきた。夕方までは降らない予報だったので、すぐに止むと思っていたが３０分

ぐらい下った所で雨脚が強くなった。レインウェアを着て下山を急ぐ。S さんのピッチはさらに加速し、

早い早い。弥陀ヶ池から登山口まで１時間で降りた。先に降りた組が奥の駐車場まで車を回してく

れたので少し早く着いた。先の組も１０分くらい降られらようだ。靴を履きかえて車に乗り帰路につ

いたが、戦場ヶ原の赤沼茶屋の先から渋滞が始まり、日光宇都宮道路まで２時間かかり予定よりも

遅れて栃木市運動公園に到着した。 


